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ドイツ語学習の意義一一職業訓練としての語学教育の可能性
田口茂
(山形大学地域教育文化学部)
1 大学におけるドイツ語教育の現状 実用主義
と教養主義の反目
大学生がドイツ語を学:_S::理由は何か?rどうして
も大学でドイツ語を勉強したかった」、「ドイツにつ
いて知りたかった」という学生は、多数派ではない
だろう。「これからの穆間キ仕事に、ドイツ語が必要
になるからJという理由でドイツ語を選んだ学生も、
ほとんどいないはずである。「ドイツ語Jが学問の基
礎言語としての地伎を保っていた時代に比べると、
大学でドイツ語を学ぶ意味は、それほど自明ではな
くなっている。
ここからただちに「ドイツ語教育など不要である」
という結論を導き出すなら、その背後には、「実用的
でない語学教育など意味がないJという考え方があ
るのだと思われる。このような主張に対して、rlt中、
実用一点張りでなく、教養こそが人間にとって重要
なのだ」というこれ自体至極まっとうな反論を加え
ても、あまり意味のある対話にはならないだろう。
そもそも、「実用的でない言語を習っても意味がな
いJという主張は、そのような教養主義そのものに
対する異論であり、相反する主張を真っ向からぶつ
け合っていても、生産的な議論にはならないと考え
られるからである。
筆者も元々は、「実用一点張りでなく教養こそが人
聞にとって重要である」という主張に共感を覚える
者であるがが、このような考え方がますます多くの
現代人にとって説得力を失いつつあることも、事実
として痛感せざるを得なしも多くの学生たちにとっ
ても、教室豊の意義よりは、実用主義の方がわかりや
すいものに思えるだろう。
2 ドイツ語教育の意義
このような現状のなかで、なおも「大学における
ドイツ語教育に意義があるJと信じ主張しようとす
るなら、その信念と主張の根拠を自ら吟味し、それ
が真に説得力をもつかどうかを検証する努力を欠く
ことはできないだろう。そのための道は二つあるよ
うに思われるロ
一つは、「教養」の意義を、いま一度徹底して考え
直す道である。これは、現代人の生と、それがどこ
へ向かうべきかというヴィジョンに関わるものであ
るがゆえに、一朝一夕になしうることではない。単
に語学教育や大学の意義を超えた、社会全体にとっ
ての問題であると言うべきだろう。
もう一つは、多くの現代人が無条件に「意味があ
る」と信じている実用主義的な考え方そのものを吟
味し、真に「実用的Jであるのはどのような教育か、
という方向へ聞いを進めていく道である。これを推
し進めてゆけば、「なぜ教養に意義があるのカリとい
う聞いにも、どこかで出会いうるのではないかと予
想される。そこまでゆくことができなくても、さし
あたり、より具体的で生産的な議論につながりうる
のは、こちらの道の方だろう。
以下では、後者の方向で若干の考察を試みたIt¥
3. r実用的」な教育とはワ
「実用的」ということでわれわれが通常単純に思
い浮カバるのは、「習ったことが、ただちに実地にお
いて役に立つJということである。たとえば、プロ
グラミングの学習が「実用的Jであるのは、プログ
ラミングを行うという職業的活動にただちに結びっ
くからである。簿記を学習すれば、会計業務に生か
すことができる。これも「実用的」である。
他方、ドイツ語教育はこの意味では「実用的」で
な川ドイツ語の知日識や能力が直接に「役に立つ」
職線装見場は、現代日本にはほとんどないと言っても
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よしLあるとしても、きわめて高度の能力が必要と
される職業現場であり、大学での一年程度の学習で
対応できるものではない。
ここでただちに「教養Ji::してのドイツ語教育の
意義を主張するなら、「ドイツ語教育は実用的でな
い」という主張に自ら与しているこ左になる。むし
ろここで聞いたいのは、ドイツ語教育が本当にあら
ゆる意味で非実用的なのかどうか、「実用的Jである
ということが、本当に上で述べたような意味だけで
尽きているのかどうか、ということである。
先の例で想定していた「実用4也は、「習ったこと」
と「職業上行うこと」とが、内容的に同じであった。
「プログラミングを習い、プログラミングを行う」、
「簿記を習い、簿記を行うJといったケー スである。
この意味では、ドイツ語学習は「実用的でないJこ
とになる。「ドイツ語を習う」としても、職業上はお
そらく「ドイツ語は使わない」のである。多くの人
にとって、将来ドイツ語を使う機会はほとんどない
であろうし、たとえドイツに転勤になっても、大部
分のビジネスは英語でできる。
しかし、「実地に役に立つJ学習とは、「職業上行
うこと」と、内容的にまったく同じ学習ばかりでは
なv¥たとえば、ある職場(たとえば自動車工場)
で培った同僚とのコミュニケ}ション能力が、新し
い職場(たとえば介護施設)でも大いに役に立つ、
といったことは十づ長ありうる。この場合、二つの職
場で行っている専門的な職業的行為の内容がまった
く違っていても、第ーの職場で学習したことが第二
の職場でも役に立っている。なぜなら、「同僚とのコ
ミュニケーション能力Ji::は、それぞれの職場だけ
で限定的に役立つような特殊な能力ではなく、どの
ような職場でも役立つような、より一般的市町基礎
的な能力だからである。
このように考えるならば、「実用的Jであり「役に
立つ」学習は、必ずしも専門的な職業内容と直結す
る内容に限定されるものではなく、むしろより基礎
的地り一般的な能力を培う学習こそ、より一暢位、
どのような璃婦に行っても「役に立つ」品、うこと
ができる。
4固 ドイツ語学習の効用一一職業人としての基礎的
能力の酒養
さで、それでは、このような限でドイツ語学習の
効用を見直してみよう。 ドイツ語に限ったことでは
ないが、一般に語学学習は、まだ社会のなかで職業
人として生きるための司I練を十分に受けていなし、学
生諸君にとって、基礎的な能力を鍛えるために大い
に効果があると筆者は考えている。その理由として、
少なくとも以下の三点が挙げられる。
第一に、学業を終えた大学生は、将来どんな職場
に行つでも、さまざまな業務に適用される規則(決
まった仕事のやり方)を覚え、それを実地に適用す
る能力を求められる。しかも短期間に要点を押さえ、
それを正確に運用できなければならない。これは、
語学学習で言えば、文法的規則を覚え、それを正確
に適用する脅l線に対応する。この程度の簡単な規則
を習得し運用できなければ、それぞれの職場におけ
る複雑な業務をこなすことは不可能に近い。
第二に、どんな職場でも、決まった仕事のやり方
を単に機械的に適用するだけでは、まともな仕事に
はならない。現代の職楊でi士、機械的にできる作業
は、すでに大部分機械が肩代わりしているはずであ
る。人間に求められる仕事は、むしろパターン化さ
れない例外的な状況にいかに対応するか、というこ
とである。そのっと濯う状況に対して、 I適当にJ対
処する能力こそが重要である。厳密に1かOかで割
り切れる対処訟ではなく、「この程度までは大丈到
「ここまで行ったら許容範囲を越える」といった「微
妙な葉羽白がそこで求められている。
この点で、語学学習は、覚えた「実見則」が実際に
どのような仕方で適用されるか、どこまでは許され、
どこからは「芳韻Ijを逸脱する」ことになるのか、と
いった「薬指白を、体得的に司l練する場となりうる。
たとえば発音は、ある許容範囲内であれば同じ音と
して理解されうるが、それを越えると、まったく違
う音として認識されることになってしまう。そこに
発音の「士顕IjJが成り立つ。完壁に正しい発音(そ
もそもそんなものはないのだが)を習得することが
重要なのではなく、どの範囲までが「うまく機能す
る=使えるJのか、という「集諸白を件呼専すること
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こそが、重要なのである。同じことは、もちろん文
法の学習にも言える。どこまでが「通じる到なの
か、ということが、文法の適用における基準である。
この点でドイツ語は、規則がある程度明確であり、
慣用による例外があまりに多すぎないという点で、
学生諸君が「規則の適用」を学ぶ訓練にはとりわけ
向いているように思われる。
第三に、どのような職場に行っても、他人とコミ
ュニケーションをとる能力協必須である。顧客・上
司・同僚などと適切にコミュニケーションをとる能
力、ときにはまったく新たな状況のなかでまったく
新たな他人と一致点を探り合うような能力が必要と
される。この点でも、語学学習は大いに「役に立つ」。
語学とは、実際に使われている言語を学ぶものであ
るかぎり、根本的にはコミュニケーション能力の学
習である。先ほど述べた、発音や文法における「微
妙な案配」の尺度となっているのも、「実際に通じる
かどうカU という点、つまりコミュニケーションな
のである。見却らぬ相手と、慣れない手段を使って
コミュニケーションをとるという大変負荷のかかる
行為を、教室という、リスクのない小さな疑似環境
で掌ぶのが語学学習である。見知らぬ他人と向き合
う際の「異質さJrよそよそしさ」に耐え、それを乗
り越えて、当面の目的に必要なものを共有するとい
う、およそ祉会生活、特に職業生活のあらゆる場面
で必要とされる能力は、異国語で異国人とコミュニ
ケーションをとるという場面を想定するなら、比較
的具体的に方向づけられた仕方で訓練されうる。
以上、さしあたり三点に渡って述べてきたが、こ
こからわかる通り、ドイツ語学習を含む外国語学習
は、どのような職場にあっても、最も一般的に必要
とされる基礎的な能力を鍛えるために、きわめて有
用であると考えられる。職場での活動には、責任が
伴い、極端な場合には職を失いかねないというプレ
ッシャーが伴う。語学学習の教室には、そのような
プレッシャーはない。それゆえ、より落ち着いた、
リラックスした仕方で、将来の瑞牒生活に必要な一
般的能力を訓練していくことができる。実際、大学
での語学学習を(単に意欲が欠けているからではな
く、議肋的に)クリアできないなら、職業現揚にお
いてより複雑かっ負荷のかかる作業をこなせる可能
性は低いといわざるをえない。この意味では、学生
本人にとっても、学生を採用する企業にとっても、
語学学習の出来は職業生活に向けたメルクマールに
なりうるわけである。
もっとも筆者は、上記のような「実用的な」効能
だけに語学学習の意義があると考えているわけでは
なbL基本的には、「文化Jを学び、人聞として「教
養Jを高めるという点により重要な意義があると考
えられるのだが、「文化」や「教養Jの軽視される社
会において、「文化」や「教養Jのもつ凄み、それら
が人聞としてのより豊かで基礎的な「能力」にどの
ように繋がっているのかを理解するためにも、上記
のような考察はあながち無意味ではないと考えるの
であるロ
5. r職業教育」を意識したドイツ語教育の方法
さて、上記のような仕方で、広い意味での「職業
部l院の一環という語学学習の意義を意識するとす
れば、どのような教育法がより効果的なものと考え
られるだろうか。筆者自身、まだその方法を模索中
であるが、これまでの実践のなかで比秘的意味があ
ると恩われた方法を紹介してみたい。
(1)その場で覚え、その場で実践i"t"る。
筆者のドイツ語授業では、文法事項等を説明した
後、 5分から10分ほどの時間をとり、その事項を
その場で暗記させるということをしばしi者Tう。そ
の際、それぞれ周りの学生たちと 2，3人で、必要
な事項を正確に覚えているかどうかを、お互いにチ
ェックし合うようにする。たとえば、基本的な挨拶
をいくつか覚えるとか、定冠雪司の活用をまず1格と
4格だけ覚えるといったことをやらせる。数の数え
方を学ぶときには、まず1から10，ついで20か
ら30といった仕方で、段階的に暗記させ、短期間
に100まで覚えさせる。数人でチェックしあいな
がら覚えた後は、全員の前で数人を次々に指名し、
覚えているかどうかを試していく。
学生が短時間に覚えきれるだけの量を工夫する必
要があるが、思った以上に、学生たちはよく暗記し
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てくれる。それが長期の記憶につながるかどうかは
さておき、とにかく一旦は「覚えたJという実感を
得させることが肝要である。とれら一連のプロセス
を、学生たちは半分ゲーム感覚で楽しんでいるよう
である。しかし、これは着実に「規則を習得する」
訓練になっているし、「何かを覚える必要がある左き
には、短時間でもやればできるのだ」という手応え
を実感として持っていることは、将来多様な職業現
場への適応を多少とも容易にしてくれるのではない
かと考えられる。
ω2， 3人で行う会話練習
上でも述べたが、筆者の授業では、 2，3人のグ
ループで暗記させたり、会話練習をさせたりするこ
とが多v¥テキストの短い会話例を文法的・意味的
に説明し、次いでCDおよび筆者の発音に倣って全
員で発音を練習した上で、小グループごとの会話練
習に移る。会話例は、基本的な文例を練習した後、
単語などを適宜入れ替え、活用の変化などに注意し
ながら、いくつかのバリエーションを自分で選びつ
つ練習する。そこでは、その場で判断しつつ、規則
を応用していく能力が試される。
小グループでの練習が効果的なのは、学生たちが
互いに訂正しあい、理揮しきれなかったところは、
お互いに教え合うことができる点である。規則の適
用が成功しているかどうかを、リアルタイムで互い
にチェックすることができる。また、教員の側も、
各グループの聞を回りながら、学生個々人の到達レ
ベルをチェックし、細かく補足的な個人指導をする
ことができる。これは、学生~のコミュニケーショ
ンを図り、教室全体の雰囲気を作っていく上でプラ
スになる。学生たちにとっては、黙って説明を聞き
続けることに飽き始めた頃に、自分で口を開いて活
動する(ついでに少しは私語もできる)ことによっ
て、ちょっとした息抜きができるというメリットも
ある。
なお、筆者の授業では、以下のようなプロセスを
数回繰り返すことで、 90分の授業全体を3っから
4つほどのユニットに分け、単調さを避けるように
している。
a)教員の説明-ー単語・意味・文法の説明(+
ドイツ文化に関する若干の余談など)
b)発音練習 CDを聞き、ついで教員がゆっ
くり発音し、全員で発音
c)グj¥--ープワー ク一一一2，3人で会話練習
d)成果の確認一一合:員の前で何人かをランダム
に指名し、練習の成果を披露させる。
職業訓練としての効果は、工夫しつつ規則を適用
するという点のほかに、チームワ}クと対人コミュ
ニケーションの司l糠という点、に見込めるだろう。グ
ループワ}クでは、いやでも仲間たちと歩調を合わ
せ協力し合うことが求められる。チームワークが悪
いと、最後に全員の前でランダムに指名されたとき、
自分が恥ずかしい思いをすることになるし、仲間に
も恥ずかしい思いをさせることになる。また、実際
に耳で聴き、口を動かし、声を出して会話練習を行
うということ、つまり実際に身体を使ってコミュニ
ケーションを行うということは、思いのほか重要な
ことであるように思われる。これは、疑似環境では
あるが、馴染みのない手段を用いて、異質な人間と
コミュニケーションをとることのトレーェングを、
イメ}ジ・トレ}ニングと身体的トレーニングの結
合という形で行うことにもなっていると恩われるし、
あまり友達のできにくい学生にとっては、リアルな
意味でもコミュニケーションの司l練になりうるだろ
う。こうした「身体的活動」の導入l士、それ以外に
も様々な利点を含んでいるように思われるが、ここ
では詳述しない。
(ゆ学習の動機づけ1一一手応えを感じさせる
全般に言えることだが、学生のそのつどの学習レ
ベルに対してあまりに難しすぎる課題を与えないよ
うに注意している。「少し難しいができる」といった
レベルの課題を工夫する。あまりに高度な課題を与
えてしまうと、「できなかった」という感じの方が強
く残ってしまう。せっかくの都練が楼折のきっかけ
となってしまったら元も子もない。「できた」という
実感を犬切にするようにしている。
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(必学習の動機づけ2一一「楽しかったJと思える
ように
言葉で他人とコミュニケーションをとること、し
かも外国語という異質な道具を介して他人左何かを
共有すること自体が、「楽しい」体験となるように、
授業全体の雰囲気や、グループワークの際の個別的
な声均斗ナ、 ドイツ文化の紹介などを工夫している。
楽しみながら知らず知らずのうちに訓練にもなって
いる、というのが現想である。一度、英語以外の言
語の基礎を短期間に学んだ経験をもち、しかもその
経験の記憶が「好ましい」色をもっているなら、将
来いかなる言語を学ぶ必要に迫られたときにも、そ
れを習得しようとする動機づけになるだろう。少な
くともそれは、終わりの見えない膨大な労苦として
ではなく、どのくらいの期間でどのくらいのレベル
に遣することができるか、ある程度の目安がつけら
れるような取り組みがいのある課題と映ることだろ
つ。
具体的には、ドイツ映商から印象的なものを選ん
で、授業の終わりに少しだけ上映し、ドイツ文化を
具体的に体験する機会としている。映画そのものの
楽しさや印象深さとともに、ドイツ語がどのように
話されているの均九ドイツ人たちがどのような表情
をし、どのように振る舞っているのか、ドイツの街
はどのように見えるのか、といった点も、自然と記
憶に残ることを期待している。また、ちょっとした
ヒントを与えておいて、映画の中で出てくるセロフ
を、学生たちが学んだ知識を使って理解できるよう
に工夫している。ささやかでもよいから、「あっ、わ
かったJ.!.:思わせる工夫がここでも重要であると思
フ。
以上は、筆者も手探りの中で作り上げてきた方法
であるが、まだまだ工夫の余地があることは言うま
でもなしも職業教育としてのドイツ語学習の意義は、
授業全体のオリエンテーションのときに、学生たち
にも強調しているが、学生の動機づけに多少は役に
立っているのではないかと推察する。そして、学生
たちが「できた」という実感を積み上げていくこと
が、職業人としての基礎的能力の訓練にもなり、も
ちろん直接の目的である言語能力の司!練にもなり、
文化的教養の向上にも自然につながってゆくという
あり方を、今後も模索していきたいと思っている。
